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１．学習のねらい

飲料用の容器としてスチール缶やアルミ缶、ガラスビン、ペットボトル、牛乳パックが大量に

使用されています。しかし、スチール缶・アルミ缶の缶へのリサイクルに比べ、ワンウェイビン

やリターナブルビンのリサイクルやリユースは十分ではなく、また、ペットボトルのボトルへの

リサイクルは平成16年４月から始まったばかりで、牛乳パックはもとのパックには戻せないのが

現状です。関連法には、平成９年から始まった容器包装リサイクル法があります。

（１）使用した飲料用容器の回収後のゆくえを調べることで、ものの大切さを実感します。

（２）ペットボトルのリサイクルの現状を調べるうえで、繊維への再生利用についてはイメージ

しにくいのでグループ実験や演示実験を行い、資源の有効利用について考えます。

２．実施について

（１）実施時期：１年を通して可能　　　（２）実施場所：理科室、図書室、情報室

（３）指導時数：２～３時間　　　　　　（４）指導対象：４学年以上

３．準備するもの

（１）500 ペットボトル　　（２）はさみ　　（３）ピンセット　　（４）きり（千枚通し）

（５）250 キャップ付スチール缶　　 （６）電動ドリル　　（７）アルコールランプ

（８）ガスバーナー・金網・三脚　　　（９）キャップ用の固定金具（ホームセンターで購入）

４．学習の進め方

（１）身の回りの飲料用容器にはどのようなものがあるか、あげてみます。

（２）グループで、ワークシート例のように、使用済み飲料用容器のスチール缶やアルミ缶、ガ

ラスびん、ペットボトルや牛乳パックの特徴を考えリサイクル率を調べ、表にします。調

査できない場合や年度が合わない場合、回収率となっている場合でも結構です。

（３）缶類の中で割合が増加しているアルミ缶について、もとのアルミ缶に戻される率を調べる

とともに、そのメリット（利点）を考えたり、指導者の説明を聞いたりしてまとめます。

（４）使用済みの飲料用容器を原料とした身のまわりのリサイクル製品を探したり、指導者の説

明を聞いたりして、その製品名を整理してワークシート例のように表にまとめます。

（５）ペットボトルのリサイクル製品である衣料品などを採り上げ、本当にＰＥＴ樹脂から繊維

がとれるのか調べるために、グループ実験をします。

①ペットボトルをスティック状に切り取ってピンセットでつまみ、アルコールランプで火加

減に気をつけながらゆっくりとあぶります。トロンと柔らかくなったところで、先端をも

う一つのピンセットで引き延ばします。うまくできない場合は、融けた部分を直接ピンセ

ットで引き延ばします。これで細い糸ができる様子を観察します。

②実験により、ペットボトルが繊維として衣料用にも再生利用できることを確認します。

（６）発展「綿菓子機の原理を応用した方法でペットボトルから繊維を取り出そう。」

①ペットボトルを５～10㎜程度に細かく切ってフレーク状にしたもの、電動ドリル、下部側

面にきり等で穴をたくさん開けた空き缶（キャップには真ん中に１つ穴を空けておく）、

下の写真のようなキャップを固定する金具、バーナーを準備しておきます。

②フレーク（樹脂）を缶に入れ、キャップを閉めて缶の底をガスバーナーであぶります。

③５分弱でフレークが融けたころを見計らってドリルを回転させます。すると、穴から勢い

よく、白くて細いつり糸状のもの（繊維）が出てきます。

５．指導上の工夫・留意点

（１）調べ学習をする場合、図書室や情報室（コンピュータ室）を使用します。

（２）浅く切り取った空き缶に、ペットボトルを刻んだフレークを入れて金網にのせ、ガスバー

ナーで温めて融かし、爪楊枝の柄に絡ませて引っ張ると細い糸が出てきます。このように

すると、グループ全員で体験できるので、４．（５）の実験の代わりに行えます。

（３）発展の演示実験は、ガスバーナーとドリルを使いますので、必ず指導者が周囲に十分注意

しながら行います。予備実験をしてから、トライしてみてください。

６．参考資料

（１）ホームページ

①『スチール缶リサイクル協会』http://www.steelcan.jp/top.html

②『アルミ缶リサイクル協会』http://www.alumi-can.or.jp/

③『ガラスびんリサイクルこどものページ』

http://www.glass-recycle-as.gr.jp/child/index.html

④『ＰＥＴボトルリサイクル推進協議会』http://www.petbottle-rec.gr.jp/top.html

⑤『全国牛乳容器環境協議会　紙パックのリサイクル率』

http://www.yokankyo.jp/change/index.html

⑥『紙製容器包装リサイクル推進協議会』http://www.kami-suisinkyo.org/

⑦『（財）日本容器包装リサイクル協会』http://www.jcpra.or.jp/

（２）文献

①『循環型社会白書』環境省編・株式会社ぎょうせい

②『新版絵で見てわかるリサイクル事典』エコビジネスネットワーク編（2003年）ＪＩＭソリューション

スティックとフレーク

固定金具

空きカンと固定金具

出てきた糸（繊維） 組み立てた製造器

分類　ゴミ・リサイクル

題名 カンからカンへ！ビンからビンへ！？ボトルからボトルへ？
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１．学習のねらい

飲料用の容器としてスチール缶やアルミ缶、ガラスビン、ペットボトル、牛乳パックが大量に

使用されています。しかし、スチール缶・アルミ缶の缶へのリサイクルに比べ、ワンウェイビン

やリターナブルビンのリサイクルやリユースは十分ではなく、また、ペットボトルのボトルへの

リサイクルは平成16年４月から始まったばかりで、牛乳パックはもとのパックには戻せないのが

現状です。関連法には、平成９年から始まった容器包装リサイクル法があります。

（１）使用した飲料用容器の回収後のゆくえを調べることで、ものの大切さを実感します。

（２）ペットボトルのリサイクルの現状を調べるうえで、繊維への再生利用についてはイメージ

しにくいのでグループ実験や演示実験を行い、資源の有効利用について考えます。

２．実施について

（１）実施時期：１年を通して可能　　　（２）実施場所：理科室、図書室、情報室

（３）指導時数：２～３時間　　　　　　（４）指導対象：４学年以上

３．準備するもの

（１）500 ペットボトル　　（２）はさみ　　（３）ピンセット　　（４）きり（千枚通し）

（５）250 キャップ付スチール缶　　 （６）電動ドリル　　（７）アルコールランプ

（８）ガスバーナー・金網・三脚　　　（９）キャップ用の固定金具（ホームセンターで購入）

４．学習の進め方

（１）身の回りの飲料用容器にはどのようなものがあるか、あげてみます。

（２）グループで、ワークシート例のように、使用済み飲料用容器のスチール缶やアルミ缶、ガ

ラスびん、ペットボトルや牛乳パックの特徴を考えリサイクル率を調べ、表にします。調

査できない場合や年度が合わない場合、回収率となっている場合でも結構です。

（３）缶類の中で割合が増加しているアルミ缶について、もとのアルミ缶に戻される率を調べる

とともに、そのメリット（利点）を考えたり、指導者の説明を聞いたりしてまとめます。

（４）使用済みの飲料用容器を原料とした身のまわりのリサイクル製品を探したり、指導者の説

明を聞いたりして、その製品名を整理してワークシート例のように表にまとめます。

（５）ペットボトルのリサイクル製品である衣料品などを採り上げ、本当にＰＥＴ樹脂から繊維

がとれるのか調べるために、グループ実験をします。

①ペットボトルをスティック状に切り取ってピンセットでつまみ、アルコールランプで火加

減に気をつけながらゆっくりとあぶります。トロンと柔らかくなったところで、先端をも

う一つのピンセットで引き延ばします。うまくできない場合は、融けた部分を直接ピンセ

ットで引き延ばします。これで細い糸ができる様子を観察します。

②実験により、ペットボトルが繊維として衣料用にも再生利用できることを確認します。

（６）発展「綿菓子機の原理を応用した方法でペットボトルから繊維を取り出そう。」

①ペットボトルを５～10㎜程度に細かく切ってフレーク状にしたもの、電動ドリル、下部側

面にきり等で穴をたくさん開けた空き缶（キャップには真ん中に１つ穴を空けておく）、

下の写真のようなキャップを固定する金具、バーナーを準備しておきます。

②フレーク（樹脂）を缶に入れ、キャップを閉めて缶の底をガスバーナーであぶります。

③５分弱でフレークが融けたころを見計らってドリルを回転させます。すると、穴から勢い

よく、白くて細いつり糸状のもの（繊維）が出てきます。

５．指導上の工夫・留意点

（１）調べ学習をする場合、図書室や情報室（コンピュータ室）を使用します。

（２）浅く切り取った空き缶に、ペットボトルを刻んだフレークを入れて金網にのせ、ガスバー

ナーで温めて融かし、爪楊枝の柄に絡ませて引っ張ると細い糸が出てきます。このように

すると、グループ全員で体験できるので、４．（５）の実験の代わりに行えます。

（３）発展の演示実験は、ガスバーナーとドリルを使いますので、必ず指導者が周囲に十分注意

しながら行います。予備実験をしてから、トライしてみてください。

６．参考資料

（１）ホームページ

①『スチール缶リサイクル協会』http://www.steelcan.jp/top.html

②『アルミ缶リサイクル協会』http://www.alumi-can.or.jp/

③『ガラスびんリサイクルこどものページ』

http://www.glass-recycle-as.gr.jp/child/index.html

④『ＰＥＴボトルリサイクル推進協議会』http://www.petbottle-rec.gr.jp/top.html

⑤『全国牛乳容器環境協議会　紙パックのリサイクル率』

http://www.yokankyo.jp/change/index.html

⑥『紙製容器包装リサイクル推進協議会』http://www.kami-suisinkyo.org/

⑦『（財）日本容器包装リサイクル協会』http://www.jcpra.or.jp/

（２）文献

①『循環型社会白書』環境省編・株式会社ぎょうせい

②『新版絵で見てわかるリサイクル事典』エコビジネスネットワーク編（2003年）ＪＩＭソリューション
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分類　ゴミ・リサイクル

題名 カンからカンへ！ビンからビンへ！？ボトルからボトルへ？
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１．学習のねらい

循環型社会を形成するためには、リサイクルの前段階としてリフューズ・リデュースやリユー

スが必要です。つまり、「要らないものは断る・使用する量を減らす・何度も使う」ことが不可

欠であるわけです。そこで、要・不要、有料・無料で問題となっている、スーパーマーケットや

コンビニエンスストア、量販店等で使用されるレジ袋を考えます。

（１）ポリ袋や食品ラップ等が捨てられたり風で飛ばされたりして、散乱することで被害が及ん

だり、大量に使用するために資源が減少したり、化学汚染物質のダイオキシンなどの発生

が心配されたりすることを知ります。

（２）レジ袋の是非、有料・無料や動物園の動物と野生の動物の幸不幸を問う簡単な学級討論会

を行い、事前の調べ学習や、相手の意見をよく聞いて自分の意見を整理する体験により、

環境問題は様々な立場で考えなければならないことを知ります。

（３）ポリ袋（レジ袋やお菓子の容器包装などで、かつての材料の関係でビニール袋とも呼ばれ

ることもある）や食品ラップについて、材質やその特徴を調べ、環境保全のための原材料

の変化について知ります。

２．実施について

（１）実施時期：１年を通して可能　　　（２）実施場所：普通教室・情報室・図書室

（３）指導時数：３～４時間　　　　　　（４）指導対象：６学年

３．準備するもの

（１）ポリ袋１kg（レジ袋とお菓子等のポリ袋、大きさにもよるがレジ袋なら100枚程度）

（２）食品ラップ（できるだけ材質の違うものを用意したい。）

（３）油性マジック・筆記具・デシタルタイマー・使用済みカレンダー等

４．学習の進め方

（１）保護者に協力を依頼し、家庭で使用しないポリ袋があれば、子どもに持たせてもらえるよ

う指示しておき、クラスで合計１kgになるまで集めます。そして、子どもたちとポリ袋

の重さとかさを体感します。こんなものが動物園の動物や自然界の野生動物の１匹のおな

かに入り死んでしまう事故もあることを知ります。視聴覚資料があれば必ず見ます。

（２）次のような材質調べは、学校や地域の実態に合わせて適宜取り入れます。

①レジ袋、食品ラップをグループごとに配布して、その材質名を調べます。

②ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリ塩化ビニリデン（材質マーク （PE，PP，

PVDC）等も付いている。）の感触、強さ、のび方、見た感じについて調べます。

③一般的にポリエチレン→ポリプロピレン→ポリ塩化ビニリデンの順に強い材質となってい

ますが、化学汚染物質（ダイオキシンなど）の発生と関係のあることを知ります。

（３）レジ袋の善し悪し、動物園と野生の動物の幸せについて肯定グループ、否定グループに分

けて学級討論会をします。１～２時間ほど調べ学習や話し合いをしたあと、ワークシート

に従ってグループ対抗で意見を出し合い闘わせる設定です。

プラ

【ワークシート】（例）●飲料容器と身の回りのリサイクル製品●
※回答箇所を消して使用のこと。

 

分類　ゴミ・リサイクル

題名 レジぶくろから考えよう －簡易実験と学級討論会－




